
 

30 年債の流動性向上について 

 

 

＜スワップスプレッドの推移＞ 
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平成17年12月：
国債市場特別参加者会
合で、30年債もバイバッ
クの対象になる旨発表

平成18年4月：
バイバック開始

 
 

・バイバック実施の発表後、スワップスプレッドが拡大。 

     

・スワップの同年限の金利に対して、国債金利が低下しているということであ

り、30 年債の割安度の修正を示している。 

          

・ただし、20 年物との関係では、スワップの 20 年－30 年スプレッドに比べ、

国債のスプレッドはいまだ大きく、30 年債の割安感は若干残っている。 
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